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百人一首と「もみぢ」

奥山に　もみぢ踏みわけ　鳴く鹿の
声きく時ぞ　秋は悲しき　猿丸 大夫

〈現代訳〉山奥で散ったもみじを踏み分けながら，妻を求め
て鳴く鹿の声を聞くと，秋は悲しいものだと感じられます。

　花札などの図柄にもあるように，紅葉と鹿のモチーフは秋
を代表する伝統的なデザインですね。「もみぢ」といえば，「紅
葉」を思い浮かべる人が多いと思いますが，平安時代前半ま
では，「黄葉」でした。この歌に登場する「もみぢ」も，実は
萩のような「黄葉」であったと考えられています。百人一首の
中に「もみぢ」を詠んだ歌は 6 首あります。同じく，桜を詠
んだ歌も 6 首です。数だけで見ると桜と同等ですが，撰者の
藤原定家は「もみぢ」が好きであったと言われています。競技
かるたの札の裏にも「紅葉」のデザインが描かれています。定
家が百人一首を選んだ鎌倉時代は，「紅葉」へと変遷していた
と考えられます。黄や赤の「もみぢ」の色の違いを想像しなが
ら歌を鑑賞すると，さらに深い味わいがありますよね。

小野田高等学校小倉百人一首かるた部　　　顧問 青池 のぞみ

◎「〜のびやかな島唄・華やかな琉球舞踊〜沖縄の心の響き」が開催されました
　9 月 21 日，市文化協会自主文化事業「〜のびやかな島唄・華やかな琉球舞踊〜沖縄の心の響き」
が開催されました。色鮮やかな衣装を身にまとっての優雅な琉球舞踊，琉球王朝時代に宮廷で演奏
された琉球古典音楽の三線演奏，比嘉真優子さんの美しい歌声と見どころたくさんのステージは，
沖縄の方言や風習，衣装や楽器の説明なども織り交ぜながら，沖縄の伝統文化を音楽とともに存分
に満喫できるものでした。ステージの最後は観客も一緒になって，八重山諸島の竹富島に古くから
伝わる民謡「安里屋ユンタ」を大合唱。ゆったりとしたメロディーと八重山の言葉で綴られた歌詞の
数々に，会場は琉球王朝時代を感じさせる和やかな雰囲気に包まれました。

琉球舞踊 沖縄女性ボーカルグループ「ネーネーズ」
で活躍した比嘉真優子さんによる沖縄民謡

三線演奏

REPORT 〜文化の薫るまちづくり〜

12
22
日 第13回やまぐち少年少女合唱祭 

in 山陽小野田　出演者募集

　県内の合唱団が一同に集い，透き通る歌
声を披露します。本番前には，合唱団同士
の交流会も行う予定です。
　少年少女合唱グループのみなさんの参加
をお待ちしています。
❖と　き　開演 14:00
※午前中にリハーサルを行います。
❖ところ　大ホール
❖演奏曲目　自由（15 分程度）
❖申込期限　10 月 25 日㈮
※詳しくはお問い合せください。


